
2   今年の調査結果をまとめました 

吉野川では、呼びかけ機関の公定分析法の

結果が約2.0mg/l、みなさんのパックテス

トの結果は約3.8mg/lでした。 

一般的に、パックテストの結果は公定分析法に
比べて高くなる傾向があり、今回もその傾向が
見られました。みなさんの結果より1～2mg/l
低い値が、実際のＣＯＤの値と考えてください。 

吉野川の水質(ＣＯＤ)

吉野川のＣＯＤの平年値(※)は1.5mg/l程

度で、今回の結果は平年値よりやや大きくな

りました。 

原因として、ＣＯＤの値は夏が1年の中でも高
い傾向にあることなどが考えられます。 

※平年値とは、吉野川の環境基準点(大川橋、高瀬橋)に
おける20年間(1985年～2004年)のＣＯＤを平均
した値です。 

公定分析値とくらべてパックテストの値は高くなる傾向があります 
　公定分析法とは、専門知識をもった技術者が高度な分析機

器をつかって分析する方法です。 

　みなさんがおこなったパックテストは簡易測定法と呼ばれ、

だれでもどこでもできる方法です。しかし、パックテストは、

水温や測定時間、チューブに吸いあげる水の量によって結果

にバラツキがでたり、人によって色の判断基準が異なる場合

があります。 

ＣＯＤの値は夏が1年の中でも高い傾向にあります 
　ＣＯＤの値が夏に高くなる原因の一つとして、藻類などによる生物活動の影

響が考えられます。 

　水温が高くなる夏には、藻類などによって光合成がさかんになります。これ

にともなって小さな藻などが増えて水中に浮遊します。このため、ＣＯＤの値

が高くなることが考えられます。 

くわしいデータを知りたい場合は、詳細編（34ページ）をごらんください。 
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・7月17日から断続的に雨が降ったため、
川の水はいつもより多く流れていま
した。 

・上流に比べると下流の方が、ＣＯＤは
高い傾向にありました。 

・川がにごっていた、との報告が多くみ
られました。また、動植物の情報もた
くさんありました。 

・水質は日時、季節などによっても変
化します。あまったパックテストがあ
れば、いろいろな条件で調査してみ
てください。 

川の状況 川の状況 
流域の上・下流 
流域の上・下流 

気づいたこと 気づいたこと その他・・・ その他・・・ 

吉野川流域の川の状況 
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